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つなごう！未来へ　島原半島世界ジオパーク �

　
１
９
９
０
年
11
月
17
日
午
前
3
時
22
分
、
気

象
庁
雲
仙
岳
測
候
所
（
当
時
）
で
、
火
山
性
の

微
動
（
地
面
の
振
動
）
が
観
測
さ
れ
、
同
日
の

午
前
8
時
に
、
2
本
の
噴
煙
が
上
が
っ
て
い
る

の
を
、
雲
仙
岳
測
候
所
が
深
江
町
大
野
木
場
と

仁
田
峠
第
2
展
望
台
か
ら
確
認
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
平
成
噴
火
の
始
ま
り
で
す
。

　
こ
の
噴
火
に
は
、
ど
の
よ
う
な
前
兆
現
象
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
噴
火
が
起
こ
る
約
1
年
前
の
１
９
８
９
年
11

月
22
～
23
日
、
島
原
半
島
の
西
側
に
位
置
す
る

橘
湾
の
地
下
で
群
発
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。

群
発
地
震
の
回
数
は
徐
々
に
増
加
し
、
翌
年
6

月
に
は
島
原
半
島
中
央
部
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

ま
た
、
7
月
24
～
25
日
に
は
、
雲
仙
岳
測
候
所

で
最
大
震
度
3
を
含
む
、
26
回
の
有
感
地
震
が

観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
動
は
消
長
を
繰
り
返

し
な
が
ら
継
続
し
、
噴
火
の
1
カ
月
前
に
当
た

る
10
月
に
は
、
火
山
性
微
動
の
振
れ
幅
が
大
き

く
な
る
と
と
も
に
、
地
震
の
発
生
場
所
も
徐
々

に
浅
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
上

で
は
、
噴
気
の
噴
出
や
ガ
ス
の
発
生
と
い
っ
た

異
常
現
象
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成

噴
火
は
ま
さ
に
「
突
然
始
ま
っ
た
」
の
で
す
。

　
こ
の
時
の
噴
火
は
、
マ
グ
マ
か
ら
の
熱
に
よ
っ

て
温
め
ら
れ
た
岩
盤
と
地
下
水
が
接
触
し
て
起

こ
る
「
水
蒸
気
噴
火
」
で
し
た
。

　
火
山
性
微
動
や
火
山
性
地
震
は
、
地
下
の
マ

グ
マ
の
動
き
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
粘
り
気
の

強
い
マ
グ
マ
が
地
下
で
動
い
た
り
、
火
山
ガ
ス

な
ど
が
激
し
く
噴
出
す
る
と
、
地
面
が
震
え
続

け
ま
す
。
こ
れ
が
火
山
性
の
微
動
で
す
。　

　
１
９
９
０
年
11
月
17
日
早
朝
に
観
測
さ
れ
た

火
山
性
微
動
は
、
ま
さ
に
噴
火
の
発
生
を
伝
え

る
も
の
で
し
た
。
ま

た
、
マ
グ
マ
は
岩
盤

の
中
に
入
り
込
ん
で

新
た
な
通
り
道
を
作

る
際
に
、
岩
盤
を
割

り
な
が
ら
上
昇
し
て

き
ま
す
。
こ
れ
が
火

山
性
の
地
震
を
発
生

さ
せ
ま
す
。　
　

　
１
９
８
９
年
11
月

に
橘
湾
の
地
下
で
起
き
た
群
発
地
震
は
、
マ
グ

マ
だ
ま
り
か
ら
新
し
い
マ
グ
マ
が
地
上
に
向
か

っ
て
動
き
始
め
る
準
備
を
し
て
い
た
こ
と
、
そ

の
翌
年
の
6
月
か
ら
続
い
た
火
山
性
地
震
の
発

生
場
所
の
浅
所
化
と
火
山
性
微
動
の
範
囲
の
拡

大
は
、
地
下
の
マ
グ
マ
や
そ
こ
か
ら
噴
き
出
た

ガ
ス
が
、
地
表
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
平
成
噴
火

に
至
る
前
兆
現
象
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　
現
在
の
雲
仙
火
山
は
、
気
象
庁
が
設
定
す
る

「
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１
」（
活
火
山
で
あ
る
こ
と

に
留
意
）
で
穏
や
か
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
火
山
性
地
震
は
今
も
発
生
し
続
け
て
い

ま
す
。
噴
火
の
予
兆
を
と
ら
え
る
た
め
に
、
九

州
大
学
島
原
地
震
火
山
観
測
研
究
セ
ン
タ
ー
や

気
象
庁
は
、
常
に
雲
仙
火
山
の
様
子
を
観
測
し

て
い
ま
す
。
山
が
平
穏
な
今
こ
そ
、
雲
仙
が
噴

火
の
前
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
、
ど
ん
な
噴

火
を
す
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
平
成
噴
火
の
開
始
か
ら
25
年
。
こ
れ
を
機
に
、

普
段
は
忘
れ
が
ち
な
「
雲
仙
は
活
火
山
で
あ
る
」

こ
と
を
、
も
う
一
度
心
に
留
め
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
次
回
は
、「
九
州
オ
ル
レ
（
南
島
原
コ
ー
ス
）」

の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

噴
火
の
前
兆
現
象

平成噴火のはじまり

地獄跡火口（手前）と九十九島
火口からの噴煙（H2.11.17)

11　　平成 27.11.

「九州オルレ（南島原コース）」参加者募集
　韓国・済州島から始まり、トレッキングコースの総称として使われている「オルレ」。
九州オルレコースのオープンを記念して次のとおりイベントを開催します。
　豊かな自然を五感で感じながら、ゆっくりとコースを楽しんでみませんか。
▶開催日時　11月 22 日（日）　10時～（受付 9時～）
▶集合場所　南島原市口之津港緑地公園
▶コース　口之津港～口之津歴史民俗資料館
　　　　　（距離 10.5 キロメートル、所要時間 4時間程度）
▶定　員　300 人　▶参加料　無料
▶申込方法　住所、氏名、年齢、電話番号を明記の上、11月 17 日（火）までに　
　　　　　　FAX（0957-82-3086）で申し込んでください
▶申し込み・問い合わせ先　南島原市商工観光課　（☎ 050-3381-5032）

～歩いて楽しむ島原半島ジオパークを目指して～


